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掛川地域力向上委員会   
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(1) 事 業 の 名 称

‣広報誌「やまびこ」44号から49号までの6回、及び号外4回を発行した

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　　広報　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

広報事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

　やすらぎ会館にて開催

‣ＨＰ「瀬戸発！まるっと地域力」に広報誌「やまびこ」などを投稿した

‣コミュニティグループと協力し、6か所の地域交流センター及びやすらぎ会館で「山渡る風」原画展を
行った

‣原画展用のリーフレットを作成した

(3) 事業の成果

・広報誌「やまびこ」を発行しお知らせと広報啓発活動ができた

・山渡る風の原画展を6地域交流センター（下品野、品野台、水野、道泉、西陵、新郷）及び

・掛川の自然をテーマにした本づくり（コミュニティグループとの共同事業）で合同会議の開催

(4) 事業の実施における問題点や課題
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

・新型コロナウィルス感染症対策により、品野台地域力・品野台小学校との共同事業である

　芸術鑑賞会の参加は中止となった

・子育てサロンについては、似顔絵講座しか開催できなかった

・似顔絵講座では、保護者を含めて託児の参加があり楽しい時間を過ごすことができた

・学校サポーターによる環境整備、学習田のサポート

・かけがわっこ子ひろば運営のサポート

・ステーション回収（4,6,8,10,12,2月の各初旬）

・学習田サポート（5/12田起こし、5/20代掻き、5/25田植え10/7稲刈り、10/28脱穀など）

・小学校周辺の草刈り

・子育てサロンとして講師を招いて似顔絵講座を開催した

(3) 事業の成果

・児童の登下校時の安然を毎日見守りできた

・環境整備、学習田サポート、各種行事への参加など、地域の方々と学校・保護者が連携し、

　活動した

・児童の登下校の見守り（地域の見守ボランティアおよそ40名）

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　子育て支援　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

子育て支援事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

・コロナ禍で今年度は電話での見守りが中心であった

・日常品買い物代行（下半田川町　4/7、6/28、7/6）2名

・樹木の伐採（下半田川町　11/20.12/1)2名

・畑の耕運機による耕し（定光寺　4/20）2名

・桧の伐採（定光寺町11/6）5名

(3) 事業の成果

・独居高齢者の声掛け見守りができた、

・独居高齢者の買い物代行ができた

・高齢者宅花壇の整理・桧の伐採ができた

・イノシシに荒らされた花壇の片付け（定光寺町10/18)

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　高齢者支援　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

高齢者支援事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

122



(1) 事 業 の 名 称

・定光寺直入橋周辺の草刈り作業

　7/17　草刈り作

(3) 事業の成果

・潤いある環境作りができた

(4) 事業の実施における問題点や課題

・掛川地域内7か所の花壇に年2回花苗を植えた

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　環境美化　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

環境美化事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

　花苗 6月　ベゴニア　定光寺町 500株、下半田川町 300株

  花苗12月　ビオラ　　定光寺町 500株、下半田川町 300株

・環境整備作業として掛川地区のごみ拾い作業を行った

　　6/12

　　1/16
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.

(1) 事 業 の 名 称

     3/15～3/27　　やすらぎ会館

(4) 事業の実施における問題点や課題

・コロナ禍で筍まつり（4/26）を中止した

     1/18～2/27　　道泉、西陵、新郷交流センター

　　日時：11/2～3/27まで　場所：6か所の地域交流センター及びやすらぎ会館

・各所史跡見学とウオーキングを掛川公民館と協働で行った

　　第1回11/6　「中馬街道」座学､第2回　12/4 歴史の道「中馬街道」を歩く

・イラストマップの原画を利用したはがきを頒布した

    ･絵はがき 20枚  ･年賀はがき 202枚

・「掛川の自然や暮らし」をテーマに本づくりを広報と協働で準備した

・学校および両町の各種団体行事への参加とその運営ﾆ協力した

(3) 事業の成果

・「ふるさと再発見　山渡る風」原画展の開催で掛川地区の地域力向上を図ることができた

・原画巡回展

    11/2～12/12　　下品野、品野台、水野交流センター

・「ふるさと再発見　山渡る風」原画巡回展を広報グループと合同で開催した

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　コミュニティ　　　　　　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

コミュニティ

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）
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(1) 事 業 の 名 称

　令和3年度　掛川地域力向上委員会総会

　運営委員会

　運営委員懇親会

‣コロナ禍で会議、行事が中止となった

‣グループ会議や「かけがわっこ子ひろば」の運営にかかる打ち合わせができた

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　事務局　　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

事務局運営事業

‣会議等の開催

  総務会(5回)､役員会（3回)の開催をした

　グループ会議、「かけがわっこ子ひろば」の運営にかかる各種会議を随時開催した

　運営委員会は、コロナ禍で開催しなかった

‣総務会、役員会を開催することで、地域力向上委員会の各種事業を協議することができた
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本地地域力向上委員会   
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　　事務局　　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

地域力向上委員会の事務

●定期的に各事業部会の部長会を開催し、各事業部の
進捗状況等をフォローした。

　　開催日　　　場所　　　 人数
　４月　６日　本地会館　　１５人
　７月　６日　本地会館　　　９人
　９月１４日　南部集会所　１０人
１１月　９日　本地会館　　１０人
　１月１１日　本地会館　　１２人
　３月　８日　本地会館　　１３人

●隔月の第１火曜日に各事業部会の部長会を開催し、
事業の計画/推進状況を確認した。
その確認結果により、今後の進め方等を決定した。

●毎月第２火曜日に開催される各事業部会が円滑に行
えるようバックアップするとともに、事業の推進状況
を確認した。また、出席者名簿や打合せ議事録の作成
を取りまとめて管理した。

●年度初には各事業の計画や予算の取りまとめ作業、
年度末期には各事業の実績報告書作成と、定期総会用
の報告書作成作業を行った。

各事業部会 打合せ 

部長会 打合せ 

部長会 レジメ 

各事業部会  

出席者名簿＆議事録 

地域力定期総会 

報告資料 

128



第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　防火・防犯部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　　防災訓練

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●防災訓練の実施日と実施場所
　　　　　　　　および（参加町数と参加人数）
　 9月19日:①南部集会所…自主防災訓練
　　　　　　（坂上地区７町内、参加者：７０人）
　10月 3日:②本地会館…自主防災訓練
　　　　　　（会館地区５町内、参加者：３４人）
　10月24日:③原山集会所…自主防災訓練
　　　　　　（原山地区５町内、参加者：４２人）
　11月21日:④瀬戸市民総ぐるみ防災訓練
　　　　　　（本地地区全体、参加者：４２人）
●本地地区のハザードマップを作成した。

●本地地区を３つに分けて,自主防災訓練を実施した。
　①坂上地区　②本地会館地区　③原山地区
＊自主防災訓練では、各町内の町民を対象に自宅での
地震避難と、安否確認用タオル掲示行動の訓練などを
実施して、地域防災の意識向上を計ることができた。

●瀬戸市民総ぐるみ防災訓練では、本地全町民が参加
して、防災訓練を実施した。

●コロナ禍のため、自主防災訓練と市民総ぐるみ防災
訓練ともに、各地区集合場所への参加対象者を各町内
会長・防災リーダー・防災委員に限定して実施した。

●災害ポテンシャルの個所を可視化して、地域拠点に
ハザードマップを設置したことにより、近隣住民の災
害対策への意識向上を計ることができた。

③原山集会所

①南部集会所 ②本地会館

④市民総ぐるみ幡西小

①坂上地区の訓練 ②会館地区の訓練

③原山地区の訓練

南部集会所

ハザードマップ設置

本地会館
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　防火・防犯部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防犯パトロール

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●防犯パトロールの実施日と実施場所
　　　および（参加町数と参加人数）
　11月7日：本地会館周辺
　　　（本地会館地区６町内、参加者：２２人）
　12月19日：南部集会所周辺
　　　（坂上地区７町内、参加者：５２人）
　2月13日：原山集会所周辺（ＤＣＭカーマ駐車場）
　　　（原山地区５町内、参加者：３４人）

●常設の[不審者に注意]のぼり旗が劣化しているので
劣化状況を確認して交換した。

●コロナ禍のなか、各町内会長・防災委員および関係
者が、ソーシャルディスタンスを取りながら防犯パト
ロールを実施して、地域住民の防犯意識を向上させる
ことができた。

●本地地区の防犯を目的に[不審者に注意]"のぼり旗"
を設置したことにより、不審者への犯罪抑制と地域住
民の防犯意識向上が計れた。
また、地区外からの訪問者/通行者へも防犯活動を推進
している地区であることをアピールできた。

12月19日：南部集会所 防犯パトロール 

12月19日：南部集会所周辺パトロール 

2月13日：ＤＣＭカーマ周辺 防犯パトロール 

2月13日：原山集会所周辺パトロール 
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　子育て・福祉部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

健康教室＆サロン/子どもサロンの開催

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●健康教室への参加条件として、ワクチンを接種して
いること。また、マスクを着用するとともに参加者が
密にならないよう、注意を払いながら開催した。

●健康教室を開催することにより、いつまでも自分で
動ける体力づくりの機会場所を、地域住民の方に提供
することができた。

●子どもサロンを開催することにより、本地に住んで
いる親子にいろんな遊びや教育・知識向上の場を提供
することができた。
また、参加親子同士のコミュニケーションを計ること
もできた。

●コロナ禍が落着いてきた８月以降、毎月１回健康
教室を開催した。
　開催場所：本地会館
　開催月：8/10,10/12,11/9,12/14,1/11,2/8,3/8
　参加人数：約１５名／回
●子どもサロンを開催した。
①開催日：８月８日　：ハンドスピナーと魚づくり
　実施場所：本地会館　参加人数：１６名
②開催日：１０月１７日：おもしろ科学教室 時計作り
　実施場所：本地会館　参加人数：１９名
③開催日：１２月５日：磁石でおもちゃ作り
　実施場所：本地会館　参加人数：１７名健 康 教 室 

部会の打合せ 
子どもサロン開催案内 

健康教室の活動様子 

参加者名簿 

8月8日 子供サロン 

10月17日 子供サロン 

12月5日 

子供サロン 
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　広報部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

「ほんじニュース」の発行

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●ほんじニュース９号」掲載内容は以下の通り
　 表　紙：「本地の郷：はんげしょう」の写真
　２ページ：自治会年間行事予定表
　３ページ：本地地区役員・町内会長の紹介
　４ページ：資源ゴミ回収事業、卓球教室の紹介
　５ページ：幡西保育園だよりと本地物語
　６ページ：「本地ニュース」愛読者コーナー

●ほんじニュース１０号」掲載内容は以下の通り
　 表　紙：「ふれあい広場の桜」の写真
　２ページ：令和４年度自治会役員・町内会長紹介
　　　　　　令和４年度自治会長の活動方針
　３ページ：防災訓練の紹介
　４ページ：防犯パトロール、資源ゴミ回収の紹介
　５ページ：花いっぱい、健康教室・卓球教室の紹介
　６ページ：幡西保育園だよりと本地物語

６月１８日「ほんじニュース９号」を発行
　　　　　　　　　→本地地区全戸へ配布した。

３月１８日「ほんじニュース１０号」を発行
　　　　　　　　　→本地地区全戸へ配布した。

☆当初予定していた下記２版は、コロナ禍で発行を
　中止した。
　　９月発行予定分
　　１２月発行予定分

ほんじニュース９号 

ほんじニュース10号 

９号発行 10号発行 
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　環境・交通部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ゴミのポイ捨て一掃大作戦

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●ゴミ一掃活動は、本地会館地区と坂上地区の２ヶ所
を計画したが、コロナ禍のため本地会館地区を１１月
にずらして実施し、坂上地区は中止とした。

●ゴミ一掃活動の一環として、経年劣化している"のぼ
り旗"を破棄して交換することした。

●地域の環境美化を目的に、本年度新たに｢資源ゴミ
回収｣の活動をスタートした。
９月２４日：本地地区の１ヶ所（西本地交差点の
西側）に回収ＢＯＸを設置し、運用を開始した。

●毎年本地地区の各町内住民が参加しゴミの収集作業
を実施しているので、環境美化の意識向上が計れゴミ
のない環境を維持できている。

●「資源ゴミ回収」を活動するにあたり、
①複数の回収業者に運用見積りと打合せを実施した。
②｢回収ＢＯＸ設置｣場所の選定と設置場の整備等を
　行った。
③本地地区の全戸へ「回収ＢＯＸ設置と運用開始の
　案内｣を配布して、回収活動を周知徹底した。
④運用開始にあたり、関係者で開所式を開催した。
⑤適時運用状況を確認するとともに、回収業者から
　各月毎の回収量を受領するようにした。

環境・交通部会 打合せ 

本地会館地区のゴミ一掃活動 成果 

資源ゴミ回収 

ＢＯＸ設置→ 

資源ゴミ回収活動 

資源ゴミ回収ＢＯＸ設置  開所式 

ゴミ一掃活動 案内 回覧 
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　環境・交通部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

花いっぱい運動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●瀬戸の西の玄関を花で飾ろう！をスローガンに
「花いっぱい運動」を活動した。
 実施場所：国道３６３沿線の賛同事業所など６ヶ所
 　①支留比亜珈琲　本地店様 (3P)
 　②本地会館 (6P)
 　③日産プリンス名古屋販売会社　瀬戸店様 (6P)
 　④おおの耳鼻咽喉科クリニック様 (4P)
 　⑤ネッツトヨタ中京㈱　瀬戸店様 (6P)
 　⑥資源ゴミ回収ステーション (5P)
 プランタ設置数　：３０プランタ(Ｐ)

●１１月中旬に「花いっぱい運動」冬バージョン用の
花苗を購入し、本運動の活動賛同事業所へプランター
を設置して水やりをお願いした。
活動途中の２月頃に施肥して、初冬から早春の期間中
きれいな花を咲かせ続けることができた。

●国道３６３の沿線で「花いっぱい運動」を活動する
ことにより、少しづつ地域住民に環境美化の意識が向
上していると思う。
更に地域全体での活動となるよう推進していく。

環境・交通部会 打合せ ❶ 
❷ 

❸ ❹ 
❺ 

❻ 
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　地域交流部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

あいさつ運動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●通学路の１０ヶ所で登校児童や通行人に対して、
挨拶する活動を実施した。
⇒毎月[５]のつく通学日に実施した。

●（地域交流部会の打合せ時）
常設の｢あいさつ運動｣"のぼり旗"が経年劣化している
ものがあるとの意見が出た。
⇒劣化状況を確認して交換することに決定した。
　（交換のぼり旗：２０本）

●児童の登校時間に合わせて、本地地域力向上委員会
のベストと帽子をかぶり“のぼり旗”を持って、「あ
いさつ運動」を実施した。

●登校児童に積極的にあいさつを交わすことにより、
子ども達も元気にあいさつを返すようになった。

●劣化した「あいさつ運動」の“のぼり旗”を
地域交流部会で取り纏めて、新しい旗に交換した。

地域交流部会 打合せ 

児童登校時のあいさつ運動 
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　地域交流部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

「卓球教室」の開催

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●コロナ禍が落着いてきた７月下旬以降、卓球教室を
開催した。
　開催場所：本地会館
　開催月：7月1回,8月3回,10月2回,
          11月3回,12月3回,1月3回
　参加人数：約１０〜１５名／回
　　　　　　（延べ人数：約２００人）
●本年度から初心者向け(親子参加)の卓球教室も開催
することにした。参加者を募集した結果、６件の申込
みがあり、８月以降日曜日に初心者向けの卓球教室を
開催した。

●卓球教室を開催することにより、運動できる場所を
提供することができた。
また継続して教室を開催しているので、参加者のレベ
ルアップも計れている。

●初心者向けの卓球教室を開催したことにより、親子
のふれ合いや、参加親子同士のコミュニケーションも
計ることができた。
また、卓球道具を持っていない初心者でも気楽に参加
できるよう、練習用のラケットなども準備した。

卓球教室  募集案内 

（初心者向け）卓球教室 

（上級者向け）卓球教室 

４月上旬頃の卓球教室 

１１月中旬頃の卓球教室 
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水野地域力向上委員会   
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育て高齢者グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

子ども達の居場所づくり（七夕飾りを作ろう！）

◆場所：水野地域交流センター 大集会室・第四、五、六会議室

◆日時：2021年6月27日（日）10時～12時

◆内容：七夕飾り（短冊・折り紙）をｾﾝﾀｰに飾る分と持ち帰り用を作る

ｷｬﾗｸﾀｰ的あてで当てたｷｬﾗｸﾀｰの塗り絵をもらう

七夕ｸｲｽﾞに参加し、参加賞をもらう

◆結果：参加者 乳幼児25人、小学生63人（計88人） 大人 40人

合計１２８人

ボランティア 15人 スタッフ 10人

① ｺﾛﾅ感染拡大の中多くの行事が中止され、家族で出かけることもなくなり、

子ども達にとても楽しみに思われていた。昨年のｸﾘｽﾏｽに続き2回目という事

もありより期待感があった。

③何とか多くの子ども達にこうした行事があることを伝え、参加してほしい

いと、学校での校内放送をお願いしたところ快く応じて頂いたことが宣伝効

果を強め多くの子どもに参加してもらえる結果につながった。

④ 瀬戸工科高校へのボランティア依頼は2年近くになるが、今年はより一段

と子どもへの関わりが主体的で、会場全体の雰囲気を明るくする役割に大い

に貢献してもらった。また、当日の説明だけで役割を理解して、何も言わな

くても動いてくれ、子どもの関わりも適切で感心した。

⑤地域サポーターの学生、大人の協力も毎回あり、対応に心得もあり安心で

きる。

①一人でも多くの子どもに参加して欲しいのが願いでもあるが、これだけの参加者を受け入れるには、今まで

のような体制では困難。安全、安心して参加してもらうには、全体規模をどうするか、その場合のスタッフの

必要人数……等考え直す必要がある。

②水野まつり、夏まつりなど従来の取り組みがなくなっている中で新たに考えた取り組みだが、今後どうして

行くのか検討する必要がある。

③水野小学校で宣伝してもらった効果は大きい、礼を尽くし、これからも何らかの形で子どもたちに伝えて貰

えるようにお願いしていくことが大切。

④工科高校のボランティアには、これからも関わってもらえるようにしていくと同時に、彼らの力をもっと前

面に出し、もっと主体的に役割を果たして貰えるように考えるのが大切に思われる。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（子育て高齢者グループ）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

子ども達の居場所づくり（ふれあい祭り）

① 直前ではあったが、水野小学校にポスター掲示をさせてもらえたことが、水野小学校の子どもに多く参加

してもらえる結果に繋がった。やはり、地域のつながりが重要。

② 食べ物ブースができない中、昨年予算要望事業とは別に取り組んだこの企画を取り入れたが、季節的にも

いい取り組みなので、ふれあい祭りが従来の内容で実施することになった場合の継続方法を考えたい。

１．日時 2021年12月5日（日）10:00～12:00

２．場所 水野地域交流センター 駐車場

３．内容 クリスマスオーナメンを作り、センターのツリーに飾り（持ち帰りも

もOK）、景品を自分のアームハンドを使って取る

４．結果 参加者：幼児16人 小学生61人 中学生12人

合計 89人

地域サポーター 10人 スタッフ 10人

① 食べ物のブースがない中で、どれだけの人が集まってくれるか心配だった。小

学校、中学校、高校のブラスバンドや太鼓のチームの演奏があり、その家族や友人

が多く集まり賑やかになった。

② バンドや太鼓などの発表の機会となったこと、その関係者が集まり、ふれあい

祭りを知ってもらう機会になったとともに子育てのブース参加者が増えるという相

乗効果があった。
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山口も～やっこ地域力協議会 
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　広報やまぐち編集委員会　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載）

広報やまぐち発行

第８２号 令和３年４月１０日 ３２００部発行 A4版１２ページ

記事内容 役員就任挨拶、地域力協議会紹介、各団体事業報告・計画

第８３号 令和３年７月１５日 ３２００部発行 A4版８ページ

記事内容 買い物支援事業、各団体事業報告

第８４号 令和３年１１月１５日 ３２００部発行 A4４版８ページ

記事内容 各団体事業報告、老人会入会のすすめ、ホタル繁殖池

第８５号 令和４年２月１５日 ３２００部発行 A4版８ページ

コロナ禍により、各団体ともに事業が縮小、中止される中で、各家庭へ地域の情報を届けるため、

予定通り発行した。

本誌がどれくらい地域で読まれているか、またその反響、効果について、今のところ調査検証し

ていない。今後、ＳＮＳ等を活用した双方向の意見集約を必要課題としているが、もう一方で地域

情報伝達ICT化への流れの中で、本誌の果たすべき役割を検討する。
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防災事業　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防災事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載）

(3) 事業の成果

①令和３年１１月２１日(日) 山口連区防災訓練を実施した。

第１部として、自治会加入全世帯を対象に「黄色いハンカチ大作戦（安否確認訓練）」を実

施した。参加世帯2033世帯

第２部訓練として、山口憩いの家に山口連区地域災害対策本部を設置し、初動運用訓練と防

災リーダーが集結して避難所設置初動訓練として避難所運用資機材取り扱い及び幡山東小学

校体育館備蓄資機材庫の内容品確認を実施した。参加者４０名

②震災時の安否確認表示手段を明確にするために、ドアノブハンガー式の安否札を作成し、

自治会加入世帯へ配布した。（令和４年１月１４日）

③令和４年３月６日（日）第２回山口連区防災訓練を企画するも、まん延防止重点措置期間

延長により、新年度に延期した。

当地区は、世帯の自治会加入率が低く、自治会主導で防災対策や訓練を実施しても、非加入

世帯には届かない。この状態では有事の際に混乱が生じることから、非加入世帯にも震災対策

を啓発するために、自治会加入率を引き上げることを検討しているが、有効方策がない。今後

地域情報のICT網の展開に期待する。

「黄色いハンカチ大作戦（安否確認訓練）」では、安否札掲出世帯と声掛け確認世帯を合わせ

た安否確認率79,5％となった。

山口連区災害対策本部運用において、設置初動時の役割確認及び自主防災リーダーが憩いの家

に集結する意義が植えついた。
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　買い物支援プロジェクト委員会　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

買い物移動支援「やまぐちの孝行息子」本運用

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

山口地域で、乗用車を利用できないために、買い物に行けずに困窮している高齢者等にボラン

ティアドライバーが自らの自家用車を提供して、市内のスーパーマーケットに送迎するシステム

「やまぐちの孝行息子」の本運用を令和３年６月９日に開始した。ボランティア運転手は１２名で

スタートした。

緊急事態宣言、まん延防止重点措置が適用され、その期間内は運行を休止したが、令和４年３月

３０日まで２９日運行し、延べ367人利用者があった。広報手段として、チラシの全世帯配布を行い、

中日新聞６月１０日朝刊に出発式の記事を載せていただいた。

地域内で認知が広まっていると同時に、徐々に利用者が増加している。今後、利用者増加に併せ、

システム上で無理なく運用車両を増加出来ること。ボランティアドライバーの新規参加を継続して

募ることを課題とする。

本事業は、自家用車を提供していただけるボランティアドライバーの確保が事業継続の障害とな

ることは明らかであり、この事業のイメージアップと継続募集が大切である。

現行の法律では、ボランティアドライバーに対する報酬は付与できず、乗用車を提供するボラン

ティア参加そのものが個人の不利益となることから、規制緩和を望むものの、何らかの特典付与が

得られるような制度づくりが課題と考える。
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（協議会事務局）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

愛環山口駅前イルミネーション

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

目的

長期化したコロナ禍で、消沈している地域住民を元気づける。

実施期間

令和３年１１月２８日から令和４年１月８日まで

作業参加人員

約６０名

単年度事業として実施したもので、長期的な効果は得られない。それでもコロナ禍で地域の

様々なイベントが中止縮小され、消沈した地域の癒しになったと推察する。

イルミネーション光量が増強されたことで、連区民からは、「すごくきれいだった。」、

「もっと長くやって欲しい。」等、好意的な意見があった。

中日ホームニュース１２月１０日号に「イルミネーション明かりイベント」として記事が掲載

された。
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　協議会事務局　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

情報伝達ＬＩＮＥ講習会

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

これまで文書の郵送や電話伝達等に依存していた地域内各団体間の情報伝達手段を”

情報伝達アプリＬＩＮＥ”を用いた方法に転換推進することを目的として、各団体執務

担当者に対し、 ２コース（受講時間９０分×３回）の講習会を実施した。

実施日 平日19:30～21:00コース 1/25、2/8、2/22

日曜日10:00～11:30コース 1/30、2/13、2/27

実施場所 山口憩いの家・山口公民館 参加人員 １５名

講師 特定非営利活動法人 デジタルライフサポートネット 友次 進 氏

地域活動にＬＩＮＥを活用するきっかけとなったが、今後の各団体間での推進状況をサ

ポートする必要がある。協議会に地域ICT委員グループ（仮）などを設置して多角的に推

進するべきと考える。

地域力構成団体のみに関わらず、地域全般にＬＩＮＥ網が浸透すれば、町内会などの地

域活動の省力化もできると考える。

今後、デジタルデバイド対策の有力な施策と位置付けられる。

各団体の中に「ＬＩＮＥに精通し推進する人材」を育てることを目的の一つとした。

これまで家族や友人間のみで使用していた”ＬＩＮＥ”の更なる活用法を知る機会となっ

た。
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　協議会事務局　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

協議会事務局

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

実施内容

協議会および役員会において、地域力協議会の行う事業を提案、審議し、実施効

果を検証する。

実施結果

今年度も新型コロナウィルス感染拡大により、年度当初に開催を予定した「も～

やっこ祭り」を中止としたことで、今年度内に実行するアクションプランを変更追

加した。

追加アクションプラン

●愛環山口駅前イルミネーションの実施

●情報伝達LINE講習会の実施

増額アクションプラン

●”ドアハンガー式安否札”作成予算の追加

前年度に続くコロナ禍により市民活動の制限が生じ、実施予定イベントが開催で

きない事態となった。

コロナ禍自粛や地域イベント開催中止など、地域内に閉塞感が漂い、地域活動も

制限され、危機感がある中で「少しでも出来ること」をと提言し実施することが出

来た。
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